
 

 

［成果情報名］ネギのハウス越冬セル大苗により積雪寒冷地でも７月中旬から安定して収穫できる 

［要約］積雪寒冷地でも、活着に優れるセル成型苗を用い、品種「夏扇パワー」を前年の 10 月 15

日前後に播種し大苗に仕上げ（ハウス越冬セル大苗）、4 月中旬に定植することで、７月中旬か

ら安定して収穫できる。 

［キーワード］ネギ、積雪寒冷地、大苗、セル成型苗、早期収穫 

［担当］秋田農技セ農試・ネギプロジェクトチーム 

［代表連絡先］電話 018-881-3330  
［区分］東北農業・野菜花き（野菜） 

［分類］技術・普及 
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［背景・ねらい］ 

秋田県では冬期間の積雪で春先の長ネギの定植時期が限られるため、慣行で行われている葉齢

２程度の小苗を用いた栽培体系では、収穫できる時期が８月中旬以降となり、７月中の早期収穫

ができない。これまで、前年に播種した地床大苗育苗による早期収穫を検討してきたが、定植後

の生育停滞が大きい等の問題点があった。そこで、活着に優れるセル成型苗を用い、育苗条件と

品種を組み合わせて、花芽分化を抑制しつつ、できるだけ大きい苗に仕上げて定植することで、

いつから収穫が可能であるかを明らかにするとともに、早期収穫に向けた育苗条件の最適な組み

合わせを選定し、その特徴を確認する。 

［成果の内容・特徴］ 

１．これまで問題となっていた地床育苗による定植後の生育停滞は、断根のないセル大苗

を用い、さらに剪葉を無くすことにより、大きく軽減できる（図１）。 
２．ハウス越冬セル大苗を用いると早いもので 7 月 10 日から収穫できる。その中で、播種期 10

月 15 日、品種「夏扇パワー」、セルトレー128 穴、１セル当たりの苗立ち本数１本は、抽だ

い率が 0%、一本重が最も重く、育苗中の剪葉も必要とせず育苗管理しやすいため、早期収穫

に向けた最適な組み合わせと判断できる（表１）。 

３．この組み合わせは、定植期の４月中旬には、慣行育苗（小苗）に比べ葉齢で２程度進んでお

り、茎の太い大苗に仕上がる（図２）。収穫期は慣行育苗に比べ１ヶ月程度早い７月中旬から

で、２L 品率が高いため商品収量が 10a 当たり目標の 3,000kg を上回る（表２）。 
［成果の活用面・留意点］ 

１．ハウス越冬セル大苗の育苗は、冬期間は無加温で十分である。 
２．ハウス越冬セル大苗を生産するために、温度管理、かん水管理、追肥方法からなる育苗マニ

ュアルを作成している。 
３．セル大苗に対応した施肥同時溝きり機、剪葉せず大苗から小苗まで定植できる移植機が開発

されている。 
４．秋田県以外の積雪寒冷地で行う場合には、その地域に合った最適な播種期を確認する必要が

ある。 



 

 

［具体的データ］ 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表１　　早期収穫可能な組み合わせ判定の基礎資料（2009年）

総合

播種日 品種 セル
苗立
本数

剪葉
回数

耐倒
伏性

耐寒
性

育苗
難易

抽だ
い率

一本
重

判定

(%) (g)

9/1 羽緑 128 1 2 × ○ × 16 264 7/10～ ×
9/16 羽緑 128 1 1 × ○ × 14 282 7/10～ ×
10/1 夏パ 200 1 1 × △ × 7 290 7/10～ ×
10/1 夏パ 128 2 1 × △ × 0 230 7/20～ ×
10/1 羽緑 128 1 0 ○ ○ ○ 10 301 7/10～ △
10/15 夏パ 200 1 0 △ △ △ 0 284 7/15～ △
10/15 夏パ 128 1 0 ○ △ ○ 0 336 7/10～ ◎
10/15 夏パ 128 2 0 △ △ ○ 0 214 7/20～ △
10/15 羽緑 128 1 0 ○ ○ ○ 0 251 7/20～ △
11/4 夏パ 200 1 0 ○ × △ 0 214 8/5～ ×
11/4 夏パ 128 1 0 ○ × △ 0 257 8/5～ ×
11/4 羽緑 128 1 0 ○ △ ○ 0 210 8/5～ ×

時期

試験区 育苗時の特徴 7月14日調査 収穫

注)育苗条件として、播種期、セルトレーの種類、1セル当たりの苗立ち本数、
品種(羽緑一本太、夏扇パワー)、を組み合わせた52通りの方法で育苗。育苗
培土はネギ専用の市販培土を使用。追肥は、葉齢2過ぎから、液肥(10-4-8)
を20倍希釈しセルトレー毎に浸漬。 花芽分化率が30%未満で、早期収穫が期
待できる23通り(上表はその抜粋)を選定し、4月17日に定植。植え付け間隔は
5cm、畝間100cm。  

表２　選定されたセル大苗の最適な組み合わせと慣行(小苗)との比較（2009年、2010年）

試験 試験
1)

区名
2) 収穫

年次  場所 定植 葉齢 茎径 草丈 調査 抽だ

日 日 い率 一本 茎径 草丈 一本 商品 2L
7) 時期

重 重 収量 比率

(齢) (g) (mm) (cm) （%） （g） (mm) (cm) (g) (kg/10a) (%)

セル大苗
3) 4/17 4.1 14 8.1 44 7/14 0 336 21.9 101 207 4,344 86 7/10～

7/14 0 96 14.6 74 - - - -

8/17 0 233 20.3 93 155 3,807 15 8/20～

場内 セル大苗
5) 4/20 4.3 11 7.3 46 7/14 1 303 21.9 94 198 4,046 77 7/14～

現地 セル大苗
6) 4/15 3.7 7 6.8 35 7/19 3 295 22.0 97 194 4,038 71 7/19～

1)
場内試験は畝間1m、現地試験は能代市で実施し畝間0.9m。

2)
セル大苗は128穴セルトレー、1セル1本立ち、無加温育苗。

 慣行育苗は、チェーンポットCP3O3、1セル2本立ち、加温育苗。品種はいずれも夏扇パワー。
3)
播種は2008年10月15日。

4)
播種は2009年2月13日。

5)
播種は2009年10月14日。

6)
播種は2009年10月15日。

7)
2Lは180g以上

場内2009

2010

1.7慣行(小苗)
4)

収穫期調査　定植時の生育量

4/17 0.5 2 16

一本
重

調製前 調製後

 

（秋田県農林水産技術センター） 
［その他］ 

研究課題名：寒冷地での夏どりネギ栽培を基幹とした高効率機械化体系の確立 

予算区分：実用技術 
研究期間：2008～2010年度 

研究担当者：本庄求、武田悟、進藤勇人、齋藤雅憲、鵜沼秀樹、田口多喜子、田村晃、新井正善、 
柴田浩、屋代幹雄（中央農研）、片平光彦（山形大） 

図２　定植期と収穫期のセル大苗と慣行
　　　 小苗(2009年)
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    図１　セル大苗における剪葉、剪根が移植後の生育に及ぼす影響
           1)地上部重は生重、根重は乾物重。2)同一英文字間にはTukey法により5%水準で有意差なし

注）品種は｢羽緑一本

太｣、播種 は2008年7月4

日。128穴セルトレー、1セ

ル1本立ち。温室で育苗し

9月22日に齢(平均4.8)、

茎径(平均4.4mm)の苗を

①剪葉処理(基部から

20cmで剪葉)、②剪根処

理(基部から5cm残して剪

根)、③無処理とし、16cm

径ポットに1株ずつ移植。

その後屋外で生育させ45

日後の11月6日に調査(1

区7株)。


